
厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

職域での健診機会を利用した検査機会拡大のための新たな HIV 検査体制の 

構築に向けた研究 

-健診センターにおけるオプション検査としての実施の可能性の検討- 

 

研究分担者 石丸 知宏 産業医科大学 産業生態科学研究所 環境疫学 准教授 
                                           

 

Ａ．研究背景 

保健所が提供する無料・匿名でのHIV検

査は、新型コロナウイルス感染症の流行に

よって、2019年の142,260件から2020年は3

6,806件と前年比約76%の大幅な減少を記録

した。今後も保健所がHIV検査に十分なリ

ソースを割けない可能性がある中、保健所

以外のHIV検査の受検機会の提供がHIVの早

期発見・早期治療の観点から急務である。

特に、HIV感染の中心は働き盛りの労働者

世代であり、この層への職域健診を利用し

たHIV検査に一定のニーズがあることが指

摘されている（Ishimaru et al., Ind Hea

lth. 2016;54(2):116-22）。しかし、新型

コロナウイルス感染症の流行下での労働者

の職域健診を利用したHIV検査の受検意欲

やその関連因子はよくわかっていない。 

本研究の目的は労働者の職域健診を利用

したHIV検査の受検意欲に関連する因子を

明らかにすることである。例えば、どのよ

うな業種、健診の実施スタイル（企業での

一斉集団健診、医療機関での個別健診な

ど）においてHIV検査の受検意欲が高いか

を明らかにすることで、今後の職域健診で

のHIV検査のあり方を検討したり、モデル

事業を計画立案する上で必要な知見を得る

ことができる。 

 

 

Ｂ．研究方法 

研究要旨 

保健所が提供する無料・匿名でのHIV検査は、新型コロナウイルス感染症の流行によ

って大幅に減少している。今後も保健所がHIV検査に十分なリソースを割けない可能性

がある中、保健所以外のHIV検査の受検機会の提供がHIVの早期発見・早期治療の観点

から急務である。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の流行下での労働者の職

域健診を利用したHIV検査の受検意欲やその関連因子はよくわかっていない。本研究の

目的は労働者の職域健診を利用したHIV検査の受検意欲に関連する因子を明らかにする

ことである。 

2021年12月にインターネット調査会社にモニター登録している労働者4143人を対象と

し、職域健診を利用したHIV検査の受検意欲の関連因子の評価を目的とした横断観察研

究を行った。 

職域健診でHIV検査を希望する者（27.3%）はHIV検査の受検を希望する者（24.8%）

よりも多い傾向にあった。職域HIV検査受検の意欲は、若い世代（20-30代）、高学歴

（大学院卒）、大企業に勤務（従業員数1万人以上）、生活関連サービス業・娯楽業、

その他サービス業、医療・福祉業、過去のHIV検査受検経験（特に1年以内）、一斉職

場健診方式、職場肝炎ウイルス検査の提供、産業保健職の存在、血液曝露作業がある

場合で多くなる傾向を認めた。 

職域HIV検査は保健所以外のHIV検査の受検機会の提供として有用だと考えらえたも

のの、新型コロナウイルス感染症流行がHIV検査への関心を低下させている可能性があ

り、実際の運用にあたっては啓発活動を強化するなどの注意が必要である。モデル事

業の実施に当たっては、サービス業や医療福祉業を対象としたり、職場での肝炎検査

や専門人材の体制が整っている企業を対象とすることで、HIV受検率向上に寄与する可

能性がある。 
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本研究はインターネット調査会社にモニタ

ー登録している労働者を対象とし、職域健

診を利用したHIV検査の受検意欲の関連因

子の評価を目的とした横断観察研究であ

る。 

インターネット調査会社が保有するパネル

参加者321万人のうち、調査時点で20～59

歳の被雇用者（会社・団体・官公庁または

自営業主などに雇われて給料・賃金を得て

いる者）で、無作為に抽出した約24,287名

を対象とした。 

2021年12月1日に対象者に対して電子メ

ールを通じて参加の呼びかけを行い、回答

に同意した参加者に対し、年齢（20代,30

代,40代,50代）と性別（男性, 女性）によ

る8つの層に区分し、各層500名に到達した

時点で募集を打ち切る層化抽出を行った。 

質問票から得られる回答は、①職域HIV

検査受検の意欲、②年代、③性別、④婚

姻、⑤学歴、⑥仕事内容、⑦勤務先の規

模、⑧業種、⑨過去のHIV検査受検の有

無、⑩HIV検査受検の時期、⑪HIV検査受検

の意欲、⑫HIV検査を受検したい理由、⑬

職場健診の実施方式、⑭職場健診での同僚

の有無、⑮職場肝炎ウイルス検査の有無、

⑯産業保健職の有無、⑰血液曝露作業の有

無、とした。統計解析として、各設問と①

職域HIV検査受検の意欲とのクロス集計を

行い、回答の数と割合を算出した。 

本研究は、本研究は、産業医科大学倫理

委員会の承認を得て実施した（受付番号R3

-052）。 

 

 

Ｃ．研究結果 

2021年12月1日から同月3日にかけて4143

人が本調査に参加した（有効回答率17.

1%）。各設問と①職域HIV検査受検の意欲

とのクロス集計の結果を表1-4に示す。 

 

①職域HIV検査受検の意欲 

1129人（27.3%）が会社の健康診断でHIV検

査を実施してほしいと考えていた。 

 

②年代 

各年代（20代,30代,40代,50代）ともに約1

000人（約25%）となった。職域HIV検査受

検の意欲がある者は20代と30代において3

3.1-34.8%と多い傾向を認めた。 

 

③性別 

男女ともに2000人弱（約50％）となった。

職域HIV検査受検の意欲がある者の割合に

顕著な差はなかった。 

 

④婚姻 

約半数が現在結婚していると回答した（4

8.9%）。職域HIV検査受検の意欲の有無と

の間には、明らかな傾向を認めなかった。 

 

⑤学歴 

大学卒が1770人（42.7%）と最も多く占め

た。職域HIV検査受検の意欲がある者は大

学院卒において35.3%と多い傾向を認め

た。 

 

⑥仕事内容 

主にデスクワークが1857人（44.8%）と最

も多く占めた。職域HIV検査受検の意欲が

ある者は主に人と話したりする仕事におい

て30.6%と多い傾向を認めた。 

 

⑦勤務先の規模 

1000人以上の職場が770人（18.6%）と最も

多く占めた。職域HIV検査受検の意欲があ

る者は1万人以上の職場において30.6%と多

い傾向を認めた。 

 

⑧業種 

製造業が704人（17.0%）と最も多く占め

た。職域HIV検査受検の意欲がある者は生

活関連サービス業・娯楽業、その他サービ

ス業、医療・福祉業において52.4%, 48.

4%, 35.0%と多い傾向を認めた。 

 

⑨過去のHIV検査受検の有無 

過去のHIV検査受検の経験がある者は485人

（11.7%）であった。これらの者では職域H

IV検査受検の意欲が50.7%と約2倍高かっ

た。 

 

⑩HIV検査受検の時期 

過去のHIV検査受検の経験がある者のう

ち、1年未満の受検が85人（17.5%）で認め

られた。これらの者では職域HIV検査受検
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の意欲が72.9%と顕著に高かった。 

 

⑪HIV検査受検の意欲 

1029人（24.8%）HIV検査を受検したいと考

えていた。これらの者では職域HIV検査受

検の意欲が71.4%と顕著に高かった。 

 

⑫HIV検査を受検したい理由（複数選択

可） 

最も多かった理由は、検査がどんなものか

興味があるから（617人、43.3%）であり、

次いで、ただなんとなく（418人、29.

4%）、無防備な性交渉をしたと思ったから

（203人、14.3%）と続いた。 

 

⑬職場健診の実施方式 

医療機関・健診機関での実施が2495人（6

0.2%）と最も多く占めた。職域HIV検査受

検の意欲の有無との間には、明らかな傾向

を認めなかった。 

 

⑭職場健診での同僚の有無 

健康診断を同僚と一緒に受けない者が2160

人（52.1%）と最も多く占めた。職域HIV検

査受検の意欲がある者は同僚と一緒に受け

る者において32.3%と多い傾向を認めた。 

 

⑮職場肝炎ウイルス検査の有無 

職域健診時に肝炎ウイルス検査を受検でき

る者は644人（15.5%）であった。これらの

者では職域HIV検査受検の意欲が43.3%と約

1.5倍高かった。 

 

⑯産業保健職の有無 

職場に産業保健職がいると回答した者は14

11人（34.1%）であった。これらの者では

職域HIV検査受検の意欲が32.8%と多い傾向

を認めた。 

 

⑰血液曝露作業の有無 

血液曝露の可能性がある作業があると回答

した者は488人（11.8%）であった。これら

の者では職域HIV検査受検の意欲が41.6%と

約1.5倍高かった。 

 

 

Ｄ.考察 

職域健診でHIV検査を希望する者（27.

3%）はHIV検査の受検を希望する者（24.

8%）よりも多い傾向にあった。このこと

は、様々な検査機会のオプションの一つと

して職域健診は有用であることを示唆して

いる。その一方で、職域健診でHIV検査を

希望する者の割合は、新型コロナウイルス

感染症前の先行研究（41%）に比べて約14%

減少していた（Ishimaru et al., Ind Hea

lth. 2016;54(2):116-22）。そのため、新

型コロナウイルス感染症流行はHIV検査へ

の関心を低下させている可能性がある。 

今回の結果により、職域HIV検査受検の

意欲は、若い世代（20-30代）、高学歴

（大学院卒）、大企業に勤務（従業員数1

万人以上）、生活関連サービス業・娯楽

業、その他サービス業、医療・福祉業、過

去のHIV検査受検経験（特に1年以内）、一

斉職場健診方式、職場肝炎ウイルス検査の

提供、産業保健職の存在、血液曝露作業が

ある場合で多くなる傾向を認めた。これら

の知見は、今後の職域健診でのHIV検査の

あり方を検討したり、モデル事業を計画立

案する上で重要である。 

第一に、顧客との接触機会が多い生活関

連サービス業・娯楽業、その他サービス業

では、労働者のHIV受検意欲が相対的に高

いと考えられる。また、医療・福祉業や血

液曝露作業がある職場では、HIV感染への

不安が高く、これらの労働者ではHIV受検

意欲が相対的に高かった。そのため、労働

者のニーズとも合致しやすいこれらの業種

からモデル事業を展開することが望ましい

と言える。 

第二に、自職場で同僚と一緒に職域一斉

健診を行う場合は、特にHIV検査受検のプ

ライバシー保護に留意が必要であるもの

の、今回の調査対象者ではこれらの者にお

いてもHIV受検意欲に負の影響は確認でき

なかった。このことは、適切なプライバシ

ー保護体制を確保できれば、職域一斉健診

においてもHIV検査を提供できる可能性を

示唆している。 

第三に、すでに職場肝炎ウイルス検査を

実施している職場や産業保健職の関与があ

る職場では、職域健診でHIV検査を希望す

る者の割合が高くなる傾向を認めた。この

ことは、職域健診でのHIV検査を普及させ

るに先立ち職場での肝炎検査や専門人材の
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体制を整備することで、労働者のHIV検査

への敷居を下げる可能性を示している。 

 

 

Ｅ.結論 

本調査で労働者の職域健診を利用したHI

V検査の受検意欲に関連する因子を明らか

にした。職域HIV検査は保健所以外のHIV検

査の受検機会の提供として有用だと考えら

えたものの、新型コロナウイルス感染症流

行がHIV検査への関心を低下させている可

能性があり、実際の運用にあたっては啓発

活動を強化するなどの注意が必要である。

モデル事業の実施に当たっては、サービス

業や医療福祉業を対象としたり、職場での

肝炎検査や専門人材の体制が整っている企

業を対象とすることで、HIV受検率向上に

寄与する可能性がある。 
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Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得       なし(非対象) 

 2. 実用新案登録    なし(非対象) 

 3. その他      なし(非対象) 

 

 



厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

 
 

 

TOTAL はい(n/縦%) はい(横%)

[Q9] Q9 あなたの仕事内容につ
いて、最も近いものを一つ選んで
ください。

主にデスクワーク 1857
44.8

500
44.3

26.9

主に人と話したりする仕事 1090
26.3

334
29.6

30.6

主に作業 1196
28.9

295
26.1

24.7

中央値
40 36

平均値
40.1 37.4

50-59歳 1036
25.0

183
16.2

17.7

40-49歳 1048
25.3

247
21.9

23.6

34.8

30-39歳 1033
24.9

342
30.3

33.1

年代

n(TOTAL) 4143
100.0

1129
100.0

27.3

20-29歳 1026
24.8

357
31.6

大学院 201
4.9

71
6.3

35.3

大学 1770
42.7

514
45.5

29.0

短大・高専 373
9.0

92
8.1

24.7

専門学校 596
14.4

153
13.6

25.7

高校 1127
27.2

279
24.7

24.8

中学校 76
1.8

20
1.8

26.3

[Q5] Q5 あなたの婚姻状況をお
知らせください。

[Q6] Q6 あなたの学歴（最後に
卒業した学校）を教えてください。

未婚 1828
44.1

506
44.8

27.7

離別、死別 290
7.0

82
7.3

28.3

現在結婚している 2025
48.9

541
47.9

26.7

女性 2076
50.1

536
47.5

25.8

男性 2067
49.9

593
52.5

28.7

[Q12(2)] あなたは会社の健康診断でHIV検査
（エイズの検査）を実施してほしいと思います
か？

[Q2] Q2 あなたの性別をお知ら
せください。

表1. アンケート集計結果（1/4）
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TOTAL はい(n/縦%) はい(横%)

表2. アンケート集計結果（2/4）

[Q12(2)] あなたは会社の健康診断でHIV検査
（エイズの検査）を実施してほしいと思います
か？

[Q7] Q7 主たる勤務先の全体の
従業員数を教えてください。

1人（フリーランス） 209
5.0

48
4.3

23.0

2～4人 219
5.3

49
4.3

22.4

5～9人 269
6.5

62
5.5

23.0

10～29人 516
12.5

144
12.8

27.9

30～49人 302
7.3

91
8.1

30.1

50～99人 420
10.1

114
10.1

27.1

100～299人 534
12.9

131
11.6

24.5

300～999人 535
12.9

150
13.3

28.0

1000人以上 770
18.6

227
20.1

29.5

1万人以上 369
8.9

113
10.0

30.6

公務 208
5.0

77
6.8

37.0

製造業 704
17.0

192
17.0

27.3

医療・福祉 463
11.2

162
14.3

35.0

卸売業・小売業 488
11.8

122
10.8

25.0

宿泊業・飲食サービス業 156
3.8

41
3.6

26.3

建設業 190
4.6

41
3.6

21.6

情報通信業 221
5.3

72
6.4

32.6

運輸業・郵便業 237
5.7

56
5.0

23.6

電機・ガス・熱供給・水道業 48
1.2

12
1.1

25.0

金融業・保険業 163
3.9

47
4.2

28.8

不動産業・物品賃貸業 88
2.1

25
2.2

28.4

教育・学習支援業 206
5.0

53
4.7

25.7

学術研究・専門・技術サービス 94
2.3

20
1.8

21.3

農業・林業・漁業 32
0.8

7
0.6

21.9

鉱業 8
0.2

4
0.4

50.0

生活関連サービス業・娯楽業 155
3.7

43
3.8

52.4

36
3.2

47.7

その他サービス業 555
13.4

119
10.5

48.4

[Q8] Q8 あなたの勤務先の業種
にもっとも近いものを教えてくださ
い。

分類不能の産業 127
3.1
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TOTAL はい(n/縦%) はい(横%)

答えたくない 10
0.7

6
0.5

60.0

ただなんとなく 418
29.4

346
30.6

82.8

その他 54
3.8

40
3.5

74.1

厚生労働省の広報やメディアな
どの報道を見たから

130
9.1

106
9.4

81.5

検査がどんなものか興味がある
から

617
43.4

482
42.7

78.1

知人・家族やパートナーに勧めら
れたから

52
3.7

46
4.1

88.5

過去に輸血や血液製剤を使用し
た可能性があるから

60
4.2

53
4.7

88.3

42
3.0

38
3.4

90.5

医師に勧められたから
36
2.5

29
2.6

80.6

血液を取り扱う作業に従事してい
た／しているから

96
6.7

77
6.8

80.2

[Q13] Q13  あなたがHIV検査（エ
イズの検査）を実施したい理由は
何ですか。あてはまるものをいく
つでもお答えください。

不安な症状があったから
112
7.9

86
7.6

76.8

無防備な性交渉をしたと思った
から

203
14.3

165
14.6

81.3

過去に性交渉のあった人が感染
者だとわかったから

表3. アンケート集計結果（3/4）

[Q12(2)] あなたは会社の健康診断でHIV検査
（エイズの検査）を実施してほしいと思います
か？

n(TOTAL) 4143
100.0

1129
100.0

27.3

[Q10] Q10 これまでにあなたは
HIV検査（エイズの検査）を1度で
も受けたことがありますか。

はい 485
11.7

246
21.8

50.7

いいえ 3541
85.5

850
75.3

24.0

わからない 90
2.2

28
2.5

31.1

答えたくない 27
0.7

5
0.4

18.5

n(TOTAL) 485
100.0

246
100.0

50.7

1年未満 85
17.5

62
25.2

72.9

1～3年未満 93
19.2

58
23.6

62.4

3年以上前 291
60.0

122
49.6

41.9

0
0.0

0.0

わからない 12
2.5

4
1.6

33.3

[Q11] Q11 あなたがHIV検査（エ
イズの検査）を直近で受けたの
はいつ頃ですか。

答えたくない 4
0.8

いいえ 2303
55.6

245
21.7

10.6

71.4
735
65.1

1029
24.8

わからない 811
19.6

149
13.2

18.4

はい

[Q12(1)] あなたはHIV検査（エイ
ズの検査）を受けてみたいと思い
ますか？（費用の負担は考慮し
ないでお答え下さい）
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TOTAL はい(n/縦%) はい(横%)

わからない 78
1.9

16
1.4

20.5

[Q16] Q16 あなたが受ける健康
診断では肝炎ウイルス検査（B型
肝炎ウイルス抗原検査・C型肝炎
ウイルス抗体検査など）を実施し
ていますか？

[Q17] Q17 あなたの会社には産
業医や保健師がいますか？

[Q18] Q18 あなたは人の血液に
触れる可能性がある業務に従事
していますか？

203
18.0

41.6

いいえ 3577
86.3

910
80.6

25.4

表4. アンケート集計結果（4/4）

[Q12(2)] あなたは会社の健康診断でHIV検査
（エイズの検査）を実施してほしいと思います
か？

はい 1792
43.3

579
51.3

32.3

いいえ 2160
52.1

513
45.4

23.8

わからない 191
4.6

37
3.3

19.4

はい 644
15.5

279
24.7

43.3

いいえ 2665
64.3

674
59.7

25.3

わからない 834
20.1

176
15.6

21.1

はい 1411
34.1

463
41.0

32.8

いいえ 2061
49.7

529
46.9

25.7

わからない 524
12.6

107
9.5

20.4

会社には勤めていない 147
3.5

30
2.7

20.4

はい 488
11.8

[Q14] Q14 あなたは健康診断を
どこで受けますか？

医療機関・健診機関 2495
60.2

713
63.2

28.6

職場 1223
29.5

329
29.1

26.9

職場の関係施設 217
5.2

58
5.1

26.7

その他 208
5.0

29
2.6

13.9

[Q15] Q15 あなたは健康診断を
他の職場の人（同僚など）と一緒
に受けますか？


